
 

 

 

 

 

 

年に一回の健康診断の結果はどうだったでしょうか。学校生活を元気に送るために、自分の身体の状態を知

っておきましょう。すぐに治療を必要とするものばかりではありませんが、気になる症状が見られた人には

「治療勧告書」も配布しています。できるだけ、不調な状態は治しておくようにしましょう。 

尚、アレルギーやその他、普段から医療機関を受診している、すでに治療が済んだものについては、新たに 

医療機関受診の必要はありません。保護者の方にサインをしてもらって、学校へ提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健・安全だより ６月
雲雀丘学園中高校 保健室 

雨で廊下が滑りやすくなっています。 

廊下を走るととても危険です 

 

梅雨の季節の健康と安全 予防に努めよう！ 

 

 

  
メディカルケアトレーニング（熱中症講座）を実施しました 

テスト最終日（5/28）大塚製薬工場の上田由紀先生をお迎えして、熱中症講座を実施しました。

参加人数は 127人！皆さんとても熱心に勉強してくれました。また、熱中症予防に大切なことを

クイズにしてくれました。問題の答えを考えながら、熱中症予防に大切なことを学んで、この夏

も「熱中症ゼロ！」を目指しましょう。高校校舎１F（60ホール前）に掲示しています。 

熱中症クイズ ※答えは 60前掲示板を見よう！ 

１． 熱中症とは、気温や□□(漢字 2文字)が高い中、体温の 

調節機能が十分に働かなくなって、体温が上昇し、さまざ 

まな症状を起こす病気です。発汗により、からだの水と 

□□(漢字 2文字)のバランスが崩れると「脱水」を伴いま

す。 

 

２． 熱中症(脱水症)は、予防対策をすれば完全に防ぐことがで

きる。○か×か。 

 

３． 熱中症のサイン(症状)を知っていますか？ 

 

４． 熱中症は何月に多いでしょう？ 

危険温度（室内温度）の目安は何度？ 

 

５． 熱中症(脱水症)になった時は、お茶や水を飲めば 

良い。○か×か。 

 

 

 

 

講習会参加の皆さんお疲れ様でした 


